
 

 

 

広島経済大学キャリアアップ・プログラム・メールマガジン 第 191号（2017.07.06発行） 

このメルマガは、どなたに転送いただいても構いません。 

なお、本メールが不要な方は career-up@hue.ac.jp までご連絡ください。 

【お知らせ】 

 2017年度の受講生を募集しております。講座の詳細は HPをご覧ください。 

≪キャリアアップ・プログラム≫  http://www.hue.ac.jp/lecture/careerup/index.html 

 

≪カルチャー講座≫         http://www.hue.ac.jp/lecture/culture/index.html 

 

※1学期の講座が終了しました。 

現在、2・3学期の受講生を引き続き、募集しています。 
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1学期 CP講師『よくわかる法人税入門』 

 

「３の魔力」 

 

先年、私が尊敬していた政治家のＫ先生が他界されました。地域のまとめ方や人との付き合い方など、先生の教えは

人生を生きていくうえで大変参考になりました。その先生の言葉で印象に残っているものに、「３という数字が大事だ」と

いうものがあります。先生が政治家になりたての若いころに、町制移行の仕事をされました。先生は 3 つの村を取りまと

めて一つの新しい町に移行するよう考えられ、紆余曲折の結果何とかまとめられたそうです。「村が３つだったからうまく

いったんだ、２つや４つじゃ決してうまくいかなかった、それを身をもって知った」とつくづく回想されていました。「組織をま

とめる要諦は３つの核をつくることだ。それが争いが生まれない秘訣だ」、「３という数字が何とも言えずいい。じゃんけん

も三つ、団子も三兄弟、束ねる矢も三本、みんな３だからいいんだ、事が収まるのは３だ。世の中は３だ！」ああ、なるほ

ど！先生の哲学だったと思います。本当に説得力がありました。それ以来、私も「３」と名がつくものを大事にするように

なりました。 

最近本屋で思わず買った本があります。テレビでおなじみの明治大学の斉藤孝先生が書かれた『「３」の思考法』（朝

日新書）です。“アイデアの神が降りてくる”と副題にあります。Ｋ先生からも以前に、「理由を聞かれたら、とりあえず３つ

あります、と答えて一つ目をしゃべっている間に残りの２つを考えよ」と教えられたことがありました。この訓練を積むと議

論がうまくなり、３つ言うと不思議に相手は納得してしまうのだそうです。この斎藤先生の本はそういった３つのアイデア、

３つの思考法について丁寧に書かれてあって大いに参考になります。かつて、心理学ブームの時にマジカルナンバー７

というのがありましたが、私の年齢になると７は少々多過ぎます。３くらいがちょうどいいのです。 

 いま、私の大学の大学院生に税法を指導しているのですが、主な研究は税法の解釈論です。税法第何条の規定は現

実の税務問題ではどう解釈し適用するか、というようなことを毎時間みんなで議論するわけです。そこで登場するツール

が「法的三段論法」というものです。「人間は必ず死ぬ」という大前提（公理）に対して、「ソクラテスは人間である」という小

前提（事実）をぶつけると「ソクラテスは必ず死ぬ」という結論を得る、という推論の形式を法解釈にあてはめたものです。

この大前提、小前提、結論という 3 段で論じるから三段論法というのですが、これは当たり前のようで実に難しく奥が深

い。多くの学生は解釈の仕方（公理）を研究しているため大前提ばかりに目を向けるのですが、重要なのは小前提なの

です。いくつもの小さな事実を積み上げていって状況を認定していくという地道な作業が税法の最後の結論を決めるポイ

ントです。税務訴訟のほとんどはこの小前提である事実の認定の争いなのです。この美しくも厄介な三段論法に毎日悪

戦苦闘しているのですが、まさに３の魔力に取りつかれているのでしょうか。 

 

■広島経済大学 HPのご紹介 

 ▸６月１日より、ホームページがリニューアルされました。大学のニュースやイベントなど、より充実した内容でご覧いた

だけます。また、スマートフォンからもより見やすくなっております。 

 

【広島経済大学 HP】http://www.hue.ac.jp/ 

 

また、キャリアアッププログラムのページについても、随時リニューアルされますので、そちらも楽しみにお待ちくださ

い。 

http://www.hue.ac.jp/


 

▸６月３０日（金）をもちまして、１学期のキャリアアップ・プログラム、カルチャー講座が終了しました！ 

アンケートの結果からも、「考え方の幅が広がった」「新しい知識を得ることができた」など、好評の声が多くあり、 

講師はじめスタッフ一同、大変喜んでおります。２学期以降も充実したプログラムを取り揃えており、すでに申し込みも可

能です。興味のあるプログラムがありましたらぜひお申込みください。また、お近くに興味のある方がいらっしゃいました

らぜひお声かけ下さい。 

 

■キャリアアップ・プログラム（CP）やカルチャー講座（CS）または本学に関する、ご質問やお問い合わせは下記の連絡

先へご連絡ください。 

〒731-0192 

広島市安佐南区祇園五丁目 37-1 

広島経済大学  教育・学習支援センター 

お問い合わせは電話番号（082）871-9345 または E-mail career-up@hue.ac.jp までどうぞ。 
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